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評価日 平成26年8月20日 評価日 平成26年9月26日

評価者・組織 運営委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

自ら考え発表し、
人に伝える能力
の育成。

発問を工夫し発表の機会を
増やす。年１回の校内授業
公開日と授業研究。

話す・聞くなどの態度の変
容。授業内容がわかりや
すいか。

言葉の壁で発表しにくい
生徒が多い。授業がわか
りやすいとの回答が１割
増。

昼夜交流学習の
内容の充実

研究部中心に漢字・美術・
人権など様々な内容で年間
計画を工夫・改善。

学習に自らすすんで参加
しようとしているか。

指導内容を工夫している
こともあり、殆どの生徒が
すすんで参加している。 ⇒ ⇒

読み書き話すの
表現能力を高め
る。

交流学習や国語授業で漢
字の時間を設定。（日本語
教室とも部分的タイアップ）

文集「夜空」作成に向けて
作文や日記の内容の変
容。

作文や日記の内容が深ま
り語彙も少しずつ増えてき
た。

園芸と生物を育
てる体験活動

緑のカーテンやミニ学校
菜園・花の栽培。観賞魚
とメダカの飼育。

植物や生物を育ててい
く中での変容。

心の安らぎと具体的な
生命の大切さを感じて
いる。

人権標語入カレ
ンダーの作成と
地域配布。

人権標語を考えカレン
ダーとして地域に配布。

人に感謝されていると
の思いが感じられる
か。

今年度の作品も多くの人
に感謝されるものにしよう
と意欲的に制作中。 ⇒ ⇒

挨拶の励行 登下校時の校門での挨
拶。

挨拶を通じて相互に理
解が深まってきている
か。

生徒たちの良好な人間関
係の構築に良い結果が観
られるようになった。

健康観察の励行 毎日の健康観察を実
施。

担任との意思疎通を図
り心身両面での変化を
把握していく。

昼夜間部共に心身両面に
課題ある生徒が多く、観察
と指導を継続。

健康相談の実施 保護者・生徒家族相談ア
ンケート。（校医や関係
機関と連携）

就寝、食事、持病など基
本的なアンケートを実施。
家族からの相談にも対
応。

学活時に健康指導を継続
し改善を促す。家族との連
携も密に進めている。 ⇒ ⇒

日本語教室の充
実

課内・課外で日本語教室
を開設。

早くから登校し課外の
日本語教室に参加する
生徒が増えた。

学習や社会生活で必要な
日本語を使えるようにと、
多くの生徒が熱心に学
ぶ。

情報発信の充実 ・積極的なHPの更新。
・ポスターやチラシの作
成。

学校HPへのアクセス数 PTA組織が無く知名度
も高くないため、アクセ
ス数が少ない。 ⇒ ⇒

平成２６年度　学校評価実施報告書
学校名(　　　　京都市立洛友中学校　　　　　　)

　平成２６年度　　重点評価項目

１．確かな学力の育成（コミュニケーションなど言語能力向上）　　２．豊かな心（自己有用感の育成を目指した活動）　　３．健やかな体の育成（自己管理力の向上）
４．日本語教室の充実（基礎・基本の学力と社会生活力の向上）

　１回目評価

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・コミュニケーション能力は
向上してきているが、読み
書きの能力はまだ不十
分。発表しやすい発問の
工夫が必要。　　・交流学
習のマンネリ化予防が必
要。
・作文や日記の語彙数を
増やす指導の改善が必
要。

・授業の中でまちがってい
ても肯定できる部分を見出
し「ほめる」ことにより発表
することに自信を持たせ
る。　　　　　　　　　　・生徒
に何を学ばせたいかを吟
味しニーズの高い内容で
指導していく。
・登校した日は、短時間で
日記を綴らせるなどの工
夫をしていく。

・自分なりにがんばって
発表できる生徒が増えた
と思う。「ほめる」機会を
授業以外でも増やすした
らどうか。　　　　・むずか
しいかもしれないが、新
聞のニュースなどでタイ
ムリーな内容もとりいれ
たら良いのではないか。
・「継続は力」積極的に取
り組んでいって下さい。

・学習に限らず、できるこ
とがあれば、積極的に支
援させていただきます。

2

豊
か
な
心

・継続的に取り組み、さら
に生命を尊重する心を培う
必要がある。
・人に喜ばれたり感謝され
る機会が少ない生活実態
がある。
・昼間部生徒間で良い人
間関係ができてきたが、積
極的な挨拶ができていな
い。

・各教科の授業の中で自
他の生命尊重にふれる内
容を増やす。
・人権標語入りカレンダー
を配布後、地域等から感
想文を書いてもらい生徒へ
配布。　　　　　・社会生活
を送る上で基本となる挨拶
の必要性を継続して指導
する。

・昨今の世相の中で重要な
取組です。四季おりおりに、
もう少し花の種類を増やして
はどうか。
・昨年の作品もとても良かっ
た。今年の作品も期待して
います。
・先生方も毎日校門で挨拶
され、私たちにも挨拶してく
れるようになりました。

・花の栽培ができるボラ
ンティアを探してみます。
・人権標語入りカレン
ダーをいただいたら、感
謝をこめた文を届けたい
と思います。　　・私たち
も生徒を見かけたら積極
的に挨拶をしていきま
す。

3

健
や
か
な
体

・昼間部生徒の一部は、昼
夜逆転の生活に陥りやす
い。　　　　　　夜間部生徒
は身体的にムリをする傾
向が強い。　　　　　　　　　・
一部の生徒だが基本的生
活習慣の定着が不十分。

・全教職員が今以上に健
康観察に関心をもち情報
を共有する。
・保健だよりだけでなく、学
級通信などでも健康につ
いて取り上げていく。

・どの生徒も課題をかか
え心身ともに大へんです
が、よくがっばておられま
すね。　　　・基本的生活
習慣の乱れは心身をダ
メにするので、よく支えて
おられると思います。

・どうぞ心身ともに健や
かに学習をがんばって下
さい。

・日本語教室で日常のコ
ミュニケーション能力が向
上してきたが、授業中はあ
まり進んで発表できていな
い。
・積極的にHPで情報発信
しているが、アクセス数は
横ばい。　・校名の知名度
アップのためポスターづく
りと配布が必要。

・日常生活で使用する日本
語の学習を増やしていく。
また、間違えてもいいから
発表することが大切な訓
練になることを認識させて
いく。　　　　　　　　　　・区
民体育祭など多数が集ま
る地域行事で宣伝する。
・地域や公共機関等にポ
スター掲示を依頼する。

・高齢の生徒のみなさん
が一から日本語を学ぶ
姿に敬意を表します。体
に気をつけてがんばって
ほしいです。　　・学校の
HPやポスターを見てもら
えるようPRします。

・昼夜間合同で茶道の時
間があるが、日本語学習
の一つとして、お花など
でも日本文化にふれるこ
ともできますよ。
・知人や友人にもっと学
校に関心をもってもらえ
るようHPのことをPRしま
す。また、地域でもポス
ターを掲示します。

4

　
独
自
の
取
組


